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							外壁塗装は外壁のヒビや剥がれを塞いで雨水の侵入を塞ぐことができます。
しかしながらどんな建物にも対応処置できるわけではありません。
築年数が経っている家の場合、外壁塗装を施しても建物の状態を回復できない可能性があります。
古い家の場合は、外壁の張替えなどの工事をしなければなりません。
その建物の状態や築年数によってベストな外壁リフォームをすることが大切です。
どのような外壁リフォームが適切であるかは、プロの業者に提案してもらいましょう。
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							外壁塗装を行うタイミングの目安は何年？

							新築当時はきれいで輝きを放っていた家も年月が経つにつれてどんどんと汚れが目立ってきますし、カビやコケなどが生えてきて見苦しい状態になることもよくありますが、そのような時にはどうしたらいいのでしょうか？そのような時には、思い切って信頼できる業者に依頼して外壁塗装をお願いすることです。
一般的に外壁塗装を行うタイミングの目安は、地域や外壁の状態などによっても大きく異なりますが５年から７年といわれています。
しかし、海沿いや海が近いところにお住まいの方はほかの地域よりも劣化が早く色落ちしやすいですので、３年から５年ほどが目安といわれています。
外壁塗装を行うのはかなりの費用が発生してしまいますし塗装の面積が広い場合ですと大変になりますので、そのような場合には耐久性の高い塗料を使用してもらうあるいは、汚れが目立ちにくく色落ちしてもあまり気にならないカラーを選ぶならきれいな状態をもう少し長く保つことが出来ます。


							

							外壁塗装を少しでも安く済ませるためのコツ

							外壁塗装は、非常に高額な費用がかかることも少なくありません。
そのためこれをできるだけ安くしたいと考えることも多いのですが、必要な項目はしっかりと行わないと家の耐久性にも関わるものであるため、ついつい業者の提示額に納得し依頼をしてしまうことも多いものです。

一般的に外壁塗装の見積もりを行う場合には、業者は住宅の周辺の状況なども鑑み様々な費用を上乗せすることも少なくありません。
周辺が散らかっている場合は草取りや養生の範疇等を広げたり、また足場を高額なものとすることも多いものです。

外壁塗装の費用を少しでも安く済ませるためのコツは、家の周りを整理整頓しておくことが良い方法です。
草取りなどを行っておくだけでも金額が安くなる場合が少なくありません。
また養生をする場合でも実際にその範囲を相談して決めることで、そのための準備を減らしやすくすることができる場合が多いものです。

足場は全体の費用の中で大きな割合を占めるものであるため、これを削減したいと考えることが多いのですが実際には安全上の問題であるためこの部分は非常に難しいものとなっています。
このバランスを考え様々な付帯作業を減らすことが、外壁塗装を少しでも安く済ませるためのコツとなっています。


							

							外壁塗装を長持ちさせるために欠かせないことは？

							自宅のリフォームで定期的に行う外壁塗装は、雨漏りを防ぐ役割があるのでできるだけ長持ちするように施工してもらうことがベストです。
外壁塗装を行う施工会社では長持ちをさせるには下塗り剤を十分に塗る作業を行う他、施主側が選ぶ塗料をウレタンではなく、フッ素以上のランクにすることも効果的です。
実際にウレタン塗料の場合は基本となる耐久性は約6年となり、フッ素塗料の場合は10年耐久としているので大きな差が生じます。
外壁塗装を完了させた後には、劣化を防ぐために定期的な点検を行い、例えばカビや藻、苔が付着している場合は洗浄剤で洗い流すことで耐久性を高めることができるようになります。
何もせずに放置してしまうとカビや藻、苔が繁殖を起こしてしまい、金属製のサイディング以外では外壁材を劣化させるので点検は必須です。
後は自然的に付着してしまう汚れの問題があり、特に薄い色の塗料を使った場合では、汚れが目立つことが多いので家庭用高圧洗浄機で定期的に洗うことも欠かせません。


							

							外壁塗装を行うのに最適な季節はいつ頃？

							気に入って建てた家はどんどん汚れが目立ってきてしまいますし、ひび割れが生じてしまうのも現実です。
では、そのような時にはどうしたらいいのでしょうか？そのような時にはできるだけ早いうちに思い切って信頼できる業者にお願いして、外壁塗装をしてもらうことです。
外壁塗装は一年中依頼することが出来ますが、季節をよく選ばないと工事が長引いてしまうことがありますので注意すべきです。
例えば、梅雨の時期である５月から６月は雨が多いためなかなか工事が進まないということが良くありますし、大規模な足場を組む・２階建て・３階建てとなると雨が降っていなくても安全性を考慮して強風の日や雷が鳴っているといったときには工事を見合わせることもあります。
ほかにも台風が発生しやすい地域ですと、台風シーズンを避けることも大切ですし、反対に雪国ですと雪が降る真冬などは避けた方がいいといえます。
春や秋は比較的気候が安定していますのでこの時期はお勧めです。







外壁塗装の依頼先にはどのような業者がある？




外壁塗装のトラブルは、絶えることがありません。
高額な追加料金を請求された、仕上がりが悪くて塗り直したなどなど、トラブル事例は相次いで報告されています。
こうしたトラブルを避けるためには、信頼性の高い業者を選ぶことが大切です。
外壁塗装は、専門業者のほかにホームセンターや家電量販店、工務店にハウスメーカーなどさまざまな依頼先があります。
どの依頼先を選ぶにしても、信頼性を見極めるポイントはどこも同じなので、依頼するときは必ず押さえておきましょう。
安心して外壁塗装を任せられる依頼先でまずチェックしたいのは、資格や許可の有無です。
スタッフが塗装技能士の資格を保有していたり、塗装工事業許可を取得していたりすると、信頼できる工事をしてくれます。
またキャンセルやクーリングオフについて説明してくれるなら、信頼して任せられるでしょう。
その他にも口コミの評判や保証などを含めたアフターサービスもチェックしておけば、外壁塗装のトラブルは避けられます。









外壁塗装の目安ともいわれている白亜化とは




白亜化とは、建物の外壁の表面が白く変色する現象のことをいいます。
建てられてから時間が経った古い建物を見ると、なんとなく全体的に白くなっていることに気づいたことはないでしょうか。
塗膜はまだ十分に残っているにもかかわらず、表面が白くなってしまうのが白亜化です。
なぜこのような現象が起きてしまうのかと言うと、外壁の塗料の中に含まれている石灰分が二酸化炭素と反応してしまうからです。
この反応が起こると炭酸カルシウムに変化してしまうため、白色の結晶が目立つようになり、表面が白く見えてしまうというわけです。
もしこの現象が起こると、外壁塗装が古くなっており、建物の耐久性にも悪い影響与えることが考えられます。
塗膜も劣化が進んでいることが多いため、さらに進行すると密着性も低下して、塗膜が剥がれたり割れたりすることもあるので注意が必要です。
全体的に白くなってきた場合には、建物の耐久性を保つためにも、定期的に外壁塗装の塗り替えを行うようにしましょう。









外壁塗装を行うときには塗装する目的をしっかり理解することが大切




外壁塗装を行うときは塗装する目的をしっかり理解することが大切で、ただ色を塗り替えるだけではありません。
実は外壁塗装の目的は家の劣化を防いで、これから先も長く住めることを重要視しています。
すでに汚れてしまったり劣化した部分を補修するだけでなく、そこからさらに寿命を延ばすことができるからです。
外壁塗装に使用する塗料は昔よりもさらに進化していますから、美しく見せるだけでなく耐久性を高めることにも役立っています。
見た目が汚れてしまったから塗り替えたいという場合でも、よく観察してみると外壁にひび割れが起こったりざらざらした触感になっていることがあります。
劣化が始まっている証拠になりますから、色選びだけでなく補修をどのように行うかについても理解しなければなりません。
ひび割れ部分は手作業で補修を１つずつしていくので、作業員のスキルがあるのか丁寧に作業してもらえるかどうかも重視して選ぶと安心できるでしょう。









外壁塗装の工事中は外出しても大丈夫？




外壁塗装の工事を行っている際に急な用事で家を空けなければならないときは、鍵をかけた上で工事業者に一言言っておくことで外出する事は可能です。
外壁工事は基本的には家の中には入ることがない作業となっているため、鍵をかけても工事に支障はありません。
最近では様々なトラブルが発生する可能性があり、また信頼できる業者でない場合には、極力外出をしないようにすることが大切です。
何度も工事を依頼しよく知っている場合には信頼関係ができているので、留守を任せることも可能となる場合が多いのですが、それでもしっかりと鍵をかけることがトラブルを未然に防ぐためには重要なポイントとなっています。
はじめての業者の場合には基本的には家を空けないようにすることが重要です。
外壁塗装工事は外壁を塗るだけの作業であるため、中に入る事はありません。
ただし工事の進捗やその様子などを確認したいと言うことも多いので、その最中には必ずその場に入るようにしたほうが無難です。









外壁塗装が始まると窓を開けることができないので注意が必要




家の壁を美しく保つためにも必要な外壁塗装ですが、塗装作業が始まってしまうと窓を開けることができないということは把握しておかなければいけません。
なぜなら、外壁塗装に使用する塗料は匂いがキツく、しかも大量に吸い込むと体に不調をきたすものだからです。
ペンキやスプレーを人生で一度でも使用したことがある人ならば、想像に難しくはないでしょう。
ですから、部屋の空気の入れ替えや掃除などの換気が必要な行為はあらかじめ済ましておく必要があります。
揚げ物などの料理も、塗装が終わって窓が開けられるようになるまではやめておいた方が良いでしょう。
窓を開ける必要のある行為で、なおかつ近日中にやっておきたいものがある場合は事前にやっておくことをお勧めします。
また、外壁塗装が始まったら絶対に窓を開けないように注意し、家族全員にしっかりそれを伝えておきましょう。










外壁塗装工事中は洗濯物を干すことができない？




外壁の部分に問題が発生した場合は外壁塗装工事をしないといけませんが、そのような工事をすると洗濯物が干せなくなるのではないかと不安になるかもしれません。
基本的に外壁塗装工事をする場合は、自宅の周囲に足場を組み立てることになりますから、工事期間中は自宅の外に洗濯物を干すのは難しいです。
塗料を使用することで周囲に飛び散るリスクもありますから、基本的に外に干すのは無理だと考えておけば問題ありません。
自宅の中で干す分には何も問題がないので、部屋干しをするのが賢い方法になるはずです。
工事期間中は部屋干しをすることになりますから、そのことを考えた上でサービスを利用するのが大切になります。
部屋の中で干すときに使用すると便利な洗剤なども販売されていますから、そのような商品を購入することで快適に干すことができます。









外壁塗装は屋根塗装と組み合わせると足場費用の節約ができる




外壁塗装や屋根塗装と組み合わせて一緒に行うことで、足場費用の節約が可能です。
外壁は２階部分などは梯子を使っての作業が難しく、作業員の安全確保や丁寧な作業をするためにも足場は欠かせません。
同じように屋根部分は外壁塗装を行う時よりも高い位置にある作業場になるので、足場を組み立てることになります。
ただ足場組立というのはまとまった費用がかかるので、外壁と屋根塗装をまとめて行うことで１回の費用で済ませることができます。
外壁は気になるけれど、屋根はまだ劣化していないから大丈夫だと考えがちですが、実は２つとも風雨にさらされているので劣化条件は同じです。
しかも屋根のほうが直接紫外線に当たっている部分なので劣化をしていることが多いものの、高い位置にあるので目で見て確認できないことから状況がわからないことが少なくありません。
そこで外壁塗装を行うときには、屋根の状態も確認してもらうようにし、アドバイスに従って同時に工事をすると足場費用につながるでしょう。









外壁塗装工事の作業員にお茶などを出すのは良いこと？




外壁塗装工事を行う際、作業員にお茶などを差し入れするのは基本的には良いことです。
差し入れをすることで交流を深めることができ、信頼できる人であるかを確かめることができますし、作業工程についての説明も受けることができるからです。
ただ外壁塗装はプロであっても集中力をもって行わなければならない大事な作業ですから、頻繁に話かけて邪魔をしないように気を付けなければなりません。
また工事は集中して行われますが数週間は続くこともあるので、毎日お茶を出すのも大変になってしまうことがあります。
飲みたくないときに差し入れをされても作業員にとっても困りますから、急須やカップなどで出すのではなくペットボトルなどを選ぶことをおすすめします。
ペットボトルであれば、いつでも好きなときに飲むことができますし、飲んだ後の始末も簡単です。
朝工事が始まる前に挨拶をしますが、その際に差し入れをしておけば、工事中に差し入れをしたり邪魔をせずに済むので良いでしょう。









ペットが家にいても外壁塗装は出来る？




外壁に関してはちょっとした雨の影響などで直ぐに劣化してしまう場合があるので、部分的にはげてしまって見るからに汚い印象になってしまっているのであれば、思い切って修復改善するためにも外壁塗装の依頼をしてみることをおすすめします。
しかし、どうしても外壁塗装の作業をするとニスのニオイなどが部屋中に充満してしまう可能性があるので、ペットを飼っている場合には気を付けるようにすることが大切です。
動物は人間と比べても非常に嗅覚が発達しているため、ちょっとした刺激臭であっても吸い込んだことで体調を崩してしまうことがあると言われています。
そのような事態を防ぐためにはペットの安全を第一に考え、外壁塗装の作業をする当日にはできるだけ家の中にいさせないように避難させておくことが必要でしょう。
知人など面倒を見てくれる方がいるなら早めに預けるか、一時的に預けることが可能なホテルを借りてしばらくの間大人しく待っていてもらうことも良い方法です。









外壁塗装の際に行われるコーキングの打ち直しとは




外壁塗装を依頼する際には、塗装会社側は単に外壁を洗浄して養生を施し、塗装作業を行うことだけではなく、コーキングの打ち直しも必ず行っていることが一般的です。
外壁を確認すると分かりやすいのですが、サイディングの継ぎ目部分や窓サッシの外周全体には指で押すと弾力性のあるコーキングが施工されていることを確認できます。
外壁塗装を行う度に、きちんとしている塗装会社では最初に古いシーリングを全て除去してから養生をして外壁の塗装作業を行います。
完全に乾燥した後には、シーリング工事として新しく施工することで防水性をより一層高めることを行ってます。
打ち直しが必要になる理由は、古くなると本来であれば弾力性が十分にあり、密着性も十分にありますが、年数の経過によって弾力性が乏しくなり、浮きや剥離などを起こしている可能性が高いので、隙間やサッシ部から雨水が屋内側へと入り込んでしまうことが無いように密閉をするために欠かせない工事になります。
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									著者：藤由雄

									神奈川県綾瀬市出身。
外壁塗装の専門業者として、数多くの外壁塗装工事を実施。
自分の経験を基に外壁塗装について記事をまとめました。
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